
大阪屋ひいなの湯特色

大阪屋ひいなの湯の歴史

取扱い商品・取り組み事業

・江戸中期創業、１８５７年（安政４年）以前から加太は南海道の最終点で、大和朝廷の
文化圏にも属する程古い歴史を持ち、江戸時代には淡路島、四国地方へと繋ぐ港、大阪
・江戸間の回船の寄港地として栄え、その頃に「船宿」「旅籠」として創業。以来老舗
旅館の一つとして現在まで継続。

・1961（昭和36）年 第２室戸台風により大打撃を受ける

・1972（昭和47）年 現在の場所に４階建（本館）新築、株式会社ホテル大阪屋法人化

・2000（平成12）年 大阪屋（木造３階建）解体 駐車場となる

・2001（平成13）年 隣接した正木屋旅館の営業を引き継ぐ

・2003（平成15）年 リニューアルオープン「ホテル大阪屋」より「加太淡嶋温泉
大阪屋ひいなの湯」に名称変更

・2010（平成22）年 食事処「旬魚・旬菜 あくら」完成、耐震補強

・2019（令和 元 ）年 ロビー、外観、テラス等ひいなの湯15周年大リニューアル完成

1857年(安政4年)以前創業

創業200余年。贅を尽くした高級旅館でも、大型旅館でもありません。
ただあるのは田舎に帰ったようなどこか懐かしい空間。漁師町の色と匂
いと音が息づく加太では、何百年の年月を一所懸命に紡いできた先人の
魂がいまも生き続けています。そんな加太の歴史とともに歩み続ける人
の温もりの宿でありたいと願っております。

和歌山市加太１４２番地

現在の大阪屋ひいなの湯

・夕陽の眺めが美しい露天風呂と新鮮な
魚料理が自慢の宿

昭和25年 ホテル大阪屋風景

株式会社ホテル大阪屋

・加太淡嶋温泉大阪屋ひいなの湯
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